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■ 自ら学ぶ生徒

■ 正しく行動する生徒
■ 健康でたくましい生徒
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郡山市中学校音楽学習発表会 11/8（木）郡山市中学校音楽学習発表会 11/8（木）
11月８日（金）にはけんしん郡山文化センターにおいて「第46

回郡山市中学校学習発表会」が行われました。市内29校の合唱コ
ンクールで学校代表になったクラス、小規模校は学年全員や全校
生で参加し、合唱や和太鼓演奏、ハンドベル演奏を披露しました。
本校からは、まず７番目に３年３組が合唱を披露しました。学

級紹介は佐久間美瑠さん、指揮は中島英大君、伴奏は庄子愛生さ
んが務めました。曲は「結～ゆい～」で、榎祭でも見せた男女の
バランスのとれた美しいハーモニーをセンターに響かせました。
14番目に登場したのが３年５組でした。学級紹介は國分拓夢君、
指揮は齋藤祐希君、伴奏は平栗日菜乃さんが務めました。「あな

３年３組３年３組たへ～旅立ちに寄せるメッセージ～」。３年生にふさわしいこの
曲をスケールの大きい合唱で見事に歌い上げてくれました。
３組、５組とも、レベルの高い他校の代表クラスに全く引けを

取らないすばらしい合唱を披露してくれました。富中代表として
の自信と誇りを強く感じることができました。参加した生徒達に
とって、文化センター大ホールのステージに立って歌うという、
とても貴重な経験を得ることができた発表会だったと思います。
１・２年生も是非来年度以降、これら先輩達の姿を受け継いでい
ってほしいと願います。 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

３年５組３年５組

11月12日（月）には、第９回受賞報告会に続き、全校集会が行われ
ました。今回は生徒会活動をメインにおいた集会でした。まずは、保
健委員会の生徒達から、インフルエンザの予防についての具体的な対
応の仕方等、分かりやすい発表がありました。インフルエンザの流行
が心配されるこの時期にマッチした有効な発表でした。次に生徒会本
部役員から、過日行われた「生徒会交歓会・研究発表会」の報告があ
り、最後は各専門委員会委員長からの活動内容・反省の発表、全校生
への呼びかけが行われました。昇降口に掲げられた生徒会スローガン
を見直してみてください。“「と」共に、「み」認め合い、「た」高め合 保健委員会の発表保健委員会の発表
う～自分の行動に責任をもった、実行力の高い学校”を全校生の力で

今年度も日本教育公務員弘済会
より、１６万円の学校支援金の援
助をいただきました。この支援金
は、主に自然体験学習のバス代と 専門委員長の発表専門委員長の発表
して有効に使わせていただいてい
ます。11月13日（火）には、弘済 実現していきましょう。
会の役員の方々が来校され、授与 そして、自他ともに誇
式が行われました。弘済会の方々 れる生徒会にしてほ
の温かい支援に感謝いたします。 しいと思います。



第９回受賞報告会での受賞者達です。学校だよりNo.28
で紹介した以外の受賞者になります。

■ 福島県中学校選抜剣道大会県中予選会 10/13
女子団体 第３位（県大会出場） 伊東 凛、今泉麗奈、佐久間夏蓮、宮井楓加

保高佑美、吉田怜禾、堀金阿子
■ ふくしまデザインコンテスト2018 9/21

ファッションデザイン 入 選 阿部瑞季、舟見咲樹
■ 交通安全ポスター及び作文展 11/7
【作文の部】優 秀 星 大雅、羽賀良樹 【ポスターの部】優 秀 福田來実

第30回ふくしま駅伝第30回ふくしま駅伝 11/18（日）11/18（日）
11月18日（日）快晴の下、開催された「第30回ふくしま駅伝」。
本校からは第９区（郡山北工業高校～日和田のこどものもり公園

入口前）に、２年の伊藤舞莉彩さんが、郡山市の代表として出場し
ました。サッカー部所属ながら、市の駅伝大会では区間新記録を出
すなどの実績をかわれての出場でした。第９区は中学生女子３kmの
区間で、県内の中学女子の強豪たちが数多くそろった区間でした。
その中で区間４位のタイムで走り抜いた伊藤さん、見事でした！
また、嬉しかったのは、本校の生徒達も沿道にたくさん揃い、伊

藤さんの力走に大きな声援をおくっていたことでした。

郡山市中学生長崎派遣事業研修報告会郡山市中学生長崎派遣事業研修報告会 11/17(土)11/17(土) 第９区を力走する伊藤さん第９区を力走する伊藤さん
毎年、市内29校の中学２年生（各校１名）が、平和祈念式典の日にあわせて、長崎市に派遣されるこの

事業。派遣された生徒達は、原爆資料館や永井隆記念館の見学、平和祈念式典への参列、青少年ピース
フォーラムでの被爆体験講話や平和学習、交流会などへの参加を通して、戦争の悲惨さや原爆による被害
の恐ろしさ、命の大切さなど、たくさんのことを学ぶことができました。11月17日（土）には、郡山市役
所において報告会が開催されました。本校からは２年の大内怜奈さんが参加し、報告会では自分の想いを
堂々と発表することができました。この会では、被爆体験伝承者の方
のずっしりと重い講話もありました。普段考えることの少ない平和の
大切さを実感することができた時間でした。大内さんが報告書にまと
めた一部を紹介します。参加動機、そして強い想いが伝わってきます。

１９４５年８月９日の悲劇、それは、私達の想像をはるかに超える凄まじ
いものだった。私は以前、あの日長崎を襲った出来事を知り、学校・家族・
地域にその事実を伝えたいと思っていた。そのため、今回の長崎派遣事業に
参加したいと決意した。戦争を経験した世代というと、ちょうど私達の曾祖
父母にあたる。だが、私の曾祖父母は私が幼いころに亡くなってしまってい
るため、戦争について何一つ聴くことは出来ない。それならこの耳と目と心
で直接触れたいと思ったのも、参加の動機の一つだ。（中略）
一発の原子爆弾で約１５万人の被害者を出したあの日。長崎の人々が感じ

た痛み、怒り、悲しみは計り知れない。さらに、その想いは犠牲者の遺族に
受け継がれ、長崎の街の復興とは裏腹に、人々の心に癒えることのない傷と
して残ったままなのだ。今回の研修を通して私は、今まで「平和とは何か」
と考え見てきたつもりであったが、その根本的なものを知らなかったことに
気が付いた。戦争や原爆投下など悲しい事実を深く知り、それをありのまま
に伝え、受け継ぎ、同じ過ちを繰り返すことのないよう、「戦争のない世界」

堂々と発表する大内さん堂々と発表する大内さん
の実現を考えることが、平和への第一歩ではないかと思う。人類はなぜこん
な最悪の兵器を生み出してしまったのだろうか。造るのも、被害を受けるのも、捨てることができるのも同じ人
類であろう。ならば、深く考えずともその答えは簡単ではないか。
人類の力の使い道ー。それは、原爆投下のような深い悲しみのためではなく、永遠の世界平和のため核兵器

廃絶の必要性を訴え、必ず実現させることではないだろうか。 ～「2018ナガサキへのメッセージ」報告書より～


